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　当部会は，現在，鉄骨・橋梁のファブリケータ
7社と溶材・溶接機器メーカー 2社他の合計11名
で構成され，年平均3回の頻度で開催されている。
当部会は機械部会を親部会として，1954（昭和
29）年に発足し，造船分野を含めた会員40名で
スタートしている。生産量の増大にともない，技
術開発が盛んに行われた時代から，現在は様変わ
りして，業界全体が苦境の時代に入って会員減少

が続く残念な状況にある。
　会員数の減少とそれにともなう予算の減少が影
響し，活動内容も低調になりがちであったが，当
部会からの要望提出もあって2006年度より協会
内での予算配分（専門部会から協会への繰入金）
が見直され，予算的には通常の部会活動が可能な
状況となった。この10年間の経過を以下に紹介
する。

　この10年間（1999 〜 2008）を通して共通した
事業活動の主な項目は下記のとおりである。
①　各種溶接法に関する研究および施工例の発表
②　設計・施工に関する標準化に関する検討
③　規格・基準等の原案作成及び検討
④�　施工現場（工場溶接・現場溶接）の見学と討
議
⑤�　業界情報の交換
　また，ワーキンググループを設けた専門的な活
動として，1997年度に発足した「橋梁・鉄骨構
造物の溶接不具合防止マニュアル」WGの活動が
あり，公式発表までには至らなかったが，報告書
を作成して一応の成果が得られたので，5年を経
過した2002年度に終了した。
　以下，各年度別に活動の具体例を要約する。
（1）1999年度
　「大型構造物におけるロボット溶接」，「複数ロ
ボットを用いた造船小組立溶接ロボットの開発」，
「SA440C極厚鋼板を使用したBOX断面トラス梁
の現場溶接および施工試験」および「建築鉄骨溶
接における入熱とパス間温度の設定と管理につい
て」の報告があった。WGでは，テーマに関する
文献調査とアンケート調査方法の決定を行った。

（2）2000年度
　「宿茂高架橋のジャッキアップ回転架設工法」，
「溶接材料と溶接接合部の性能およびその管理検
査方法」，「建設CALSにおける最近の動向とその
対応」および「溶接接合部の性能に関する溶接施
工条件の管理方法」の報告があった。WGでは，
アンケートによる不具合データ収集とデータベー
スフォーマットの検討を行った。
（3）2001年度
　「低変態温度溶接材料を用いた溶接継手の疲労
強度向上について」，「フラッシュ溶接の適用性に
関する研究」，「橋梁向け深溶込みフラックス入り
ワイヤSX-1Fについて」および「炭酸ガス大脚長
工法1パス隅肉溶接」の報告があった。WGでは，
データベースフォーマットの作成と，マニュアル
原稿の執筆を行った。
（4）2002年度
　宮地鐵工所千葉工場および袖ケ浦作業所を見学
した。WGは，報告書を作成し，部会員に配布し
て活動を終了した。
（5）2003年度
　「溶接データベースの活用」，「橋梁における最
近の疲労損傷の事例」，「突き合せ継手の食い違い
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仕口のずれの検査補強マニュアルの紹介」の報告
があった。
（6）2004年度
　「鋼橋の現状および溶接変形の予測と対策」お
よび「溶接ロボットの立向溶接施工における溶接
金属の機械的性質」の報告があった。
（7）2005年度
　「建築分野における最近の動向（溶接部の内質
検査）」，「鋼橋の疲労損傷を低減する製作工法の
改善」および「JSSC溶接開先標準2005（改正）」
についての報告があった。
（8）2006年度
　「溶接技術者から見た日本の大型構造物の歴史
と技術的課題，展望」および「鋼構造柱梁接合部
における最近の話題」の報告があった。
　鋼構造物（橋梁・鉄骨）の溶接に対する要求仕
様の比較と問題解決へ向けた検討を開始した。
（9）2007年度
　「エレクトロスラグ溶接により施工された隅角
部の損傷及び補修補強」，「橋梁用高性能鋼（BHS
等）を中心に最近の鋼材について（建築用鋼との

比較を交えながら）」および「耐候性鋼用溶接材
料の性能」についての報告があった。
（10）2008年度
　「J-STAR Weldingを用いた高能率溶接技術の
開発」，「CoSW委員会WG-C「実施工における低
温割れの現状調査と予熱低減化の検討」活動につ
いて」および「橋梁における溶接割れの発生事例」
の報告があった。
　羽田沖再拡張工事ジャケット製作の新日鐵エン
ジニアリング富津工場を見学した。
　溶接材料JIS（日本工業規格）改正案に関する
検討を行い，意見書を提出して規格改定に反映さ
せた。
　次に，過去10年間の部会長，副部会長とその
在任期間を示す。
　（部�会長）　松本正巳（1996年度〜 2000年度），

成宮隆雄（2001年度〜 2004年度），松下眞
治（2005年度〜現在）

　（副�部会長）　成宮隆雄（1996年度〜 2000年
度），松下眞治（2001年度〜 2004年度），以
降空席

　この10年間，出版物等の公表成果を出すこと
ができなかった。「溶接不具合防止マニュアル」
の報告書を完成させたが，データベースに十分な
不具合データが集まらず，今後のデータ蓄積が必
要な状況である。これは，会員の減少や予算不足
が影響したためでもあった。一方，規格・基準に
対する検討については，鉄骨および橋梁の分野を
統合した形で検討を行い，当部会としての一定の
役割は果たせたものと考えている。
　当部会発足時からの鉄骨・橋梁業界の動向を見
ると，わが国の景気動向の影響を大いに受けてお
り，1990年頃のバブル時期をピークに，鉄骨業
界は過当競争による低価格化の時代に入り，橋梁
業界は公共投資の縮減さらには談合問題を経由し

た発注量の減少，価格の低下などがあり，両業界
とも冬の時代に入っている。しかしながら，品質
に対する要求は以前にも増して厳しくなってお
り，当部会も溶接に関する専門集団として社会の
要請に応える必要がある。
　今後の活動の基本は，部会に参加するメリット
を享受できるような活動を行うことによって，部
会活動を活発化し，それを通して，溶接ならびに
各分野の専門的知識を持った会員の集まりである
専門部会として，社会的役割を果たしていくこと
が必要である。基本テーマ「鋼構造物（鉄骨・橋
梁）の溶接品質に対する要求と問題解決」の中で，
具体的な集中テーマを掲げて活動していく予定で
ある。
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